
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
、

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
海
老
名
・
座

間
・
綾
瀬
版
令
和
４
年
元
旦
号
の

佐
藤
み
と
後
援
会
に
よ
る
投
稿
記

事
の
中
で
、
企
業
に
関
す
る
記
事

や
写
真
を
使
用
す
る
際
の
許
諾
に

つ
い
て
、
事
実
関
係
を
た
だ
し
ま

し
た
が
、
再
度
伺
い
ま
す
。
こ
の

案
件
の
事
の
重
大
さ
を
市
長
と
当

局
は
、
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
市
長
後
援
会
の
記

事
を
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
投
稿
す

る
に
当
た
っ
て
、
企
業
と
の
調
整

な
ど
に
は
市
職
員
が
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
地
方
公
務
員
法
第

36
条
に
抵
触
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
と
事
実
関
係
を
確
認
し
て
、

幹
部
職
員
を
は
じ
め
、
全
て
の
職

員
と
共
有
し
て
、
再
発
防
止
に
努

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
改
め

て
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
当
該
企
業
に
対
し
て
は
、
市

長
か
ら
謝
罪
を
し
て
、
改
め
て
正

式
に
書
面
な
ど
で
許
諾
を
求
め
る

等
は
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

記
事
掲
載
に
つ
い
て
は
、
後
援
会

に
一
任
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
掲
載
に
当
た
っ
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
引

用
な
ど
を
記
載
す
る
よ
う
に
、
後

援
会
に
話
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
公
務

と
政
務
の
区
別
を
意
識
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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意見書（要旨） 議会では6月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。

※�要旨のみ掲載していますので、詳細は市ホームページでご確認いただくか、議会事務局までお問い合わせください。　☎046（252）8872

国に対し、２０２３年度の政府予算及び地方財政の検討に当たり、増
大する行政需要に対応した財源確保を念頭に、より積極的な地方財
政確立のために次の事項の実施を求める。
１ �　社会保障の維持・確保、防災・減災対策、脱炭素化をはじめと
した環境対策、地域活性化やデジタル化対策など、増大する行政
需要を的確に算定し、住民生活を支える行政体制に見合う十分な
一般財源の確保を行うこと。
２ �　子育て、医療、介護や虐待防止、生活困窮者自立支援など、地域
社会の社会保障ニーズに対応できる制度と人材が継続的に確保・
育成できる財源措置を講じること。
３ �　地方交付税の法定税率の引上げを行うこと。また、所得税及び
消費税を対象に地方税への税源移譲を積極的に行うこと。
４ �　新型コロナウイルス感染症対策の一層の強化を図るとともに、
自治体の意見を十分踏まえ、疲弊した地域社会を活性化させるた
めの積極的な財源措置を講じること。
５ �　公務における有期雇用労働者たる会計年度任用職員制度につい
ては、雇用の安定と処遇の改善が図れるよう十分な財政措置を行
うこと。
６ �　地方交付税の財源保障・財政調整機能の強化を図り、自治体の
実情に応じた対策を講じること。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣

地方財政の充実・強化を求める意見書

国に対し、我が国と海との歴史的、文化的及び経済・社会的な関
わり並びに海の日制定の歴史的経緯等を踏まえ、国民が海の大切さ
を理解し、その恩恵に感謝し、海の安全及び環境保全について思い
をはせる機会とするためにも、「海の日」を当初の７月２０日に固定化
することを求める。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣

国民の祝日「海の日」を
7月20日に固定化することを求める意見書

政府に対し、システム導入に向けて、地方公共団体の状況を踏ま
え、以下の事項を実施するよう要望する。
１ �　令和７年度までとした移行の目標時期について、必要に応じて柔
軟な対応を検討するとともに、移行に伴う適切な財政支援と丁寧
な情報提供を行うこと。
２ �　情報システムの保守・運用コストなど総合的な支援を検討する
とともに、都道府県に対して、市区町村への必要な助言や情報提
供などを丁寧に行うよう指導すること。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、デジタル大臣

地方公共団体情報システムの
標準化に向けての意見書

国に対し、学校施設のZEB化に関する先導的なモデルの構築やそ
の横展開等の技術面及び学校施設整備に対する国庫補助の財政面に
ついて、以下の事項に留意してさらに推進することを強く求める。
１ �　技術面に関しては、学校施設に関するZEB化の新たな技術の開
発や周知を行うこと。特に、新築や増築といった大規模事業だけ
ではなく、LEDや二重サッシといった部分的な省エネ改修事業も
しっかりと周知を行い、できるところから取り組む自治体や学校
を増やしていくことが、カーボンニュートラルの達成及び環境教
育の充実につながることに留意して、周知の徹底に取り組むこと。
２ �　財政面に関しては、カーボンニュートラルの達成及び環境教育
の充実に向けて、多くの学校が取り組むことができるよう、学校
施設整備に対する事業予算額を増額すること。

【提出先】�内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、
国土交通大臣、環境大臣

環境教育の推進及び
カーボンニュートラル達成に向けた

学校施設のZEB化の
さらなる推進を求める意見書

子
育
て
支
援
も
視
野
に
入
れ
た

�

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
善
を

�

星
野
　
久
美
子 

議
員
︽
日
本
共
産
党
︾

市
長
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

に
つ
い
て

�

沖
本
　
浩
二 

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

今
、
父
親
の
育
児
へ
の
参
加
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
は

母
親
の
仕
事
と
い
う
暗
黙
の
了
解

か
ら
な
の
か
、
公
共
施
設
の
男
性

ト
イ
レ
に
お
む
つ
交
換
台
は
ほ
と

ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本

市
の
公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に

お
む
つ
交
換
台
の
設
置
を
求
め
ま

す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
問
題
等
で
尿
取
り
パ
ッ
ド

を
使
用
す
る
方
々
か
ら
、
男
性
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
す
が
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に

対
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

誰
も
が
子
育
て
し

や
す
い
環
境
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ

等
を
踏
ま
え
て
、
男
性
ト
イ
レ
に

限
ら
ず
、
今
後
予
定
し
て
い
る
各

施
設
の
大
規
模
改
修
等
の
際
に
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
市
庁

舎
の
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
誰
も
が
安
心
し
て
来
庁
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
ま
ず
は

市
庁
舎
へ
試
験
的
に
設
置
し
て
利

用
状
況
等
を
検
証
し
、
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

【
再
質
問
】
市
庁
舎
の
男
性
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。総

務
部
長　

令
和
４
年
６
月
中

に
、
利
用
者
が
多
い
地
下
１
階
か

ら
２
階
ま
で
の
男
性
ト
イ
レ
に
設

置
し
ま
す
。

令和4年（2022年）8月1日 第201号 （6）


